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Abstract : We have been observing stratospheric aerosols at Wakkanai(45o N,141 E) and Kusiro(43o N,140o E). This

paper reports the observation results and also comparisons of both data.

1.はじめに　成層圏エアロゾルは､気候変動やオゾン層破壊を助長するなど地球環境に重大な影響をもたら
すと言われており､エアロゾル層の高度､厚さ､密度などを詳しく観測することは非常に重要である｡我々は､
稚内において通年のライダー観測を行っているが､冬期に発生する雪雲によって観測頻度をあげることが困難
なため､冬期の晴天率が高い釧路においても観測を行っている｡
今回は､稚内及び釧路での観測結果の比較について報告する｡

2.釧路での観測結果釧路での観測は､晴天率の高い冬期間(12月から4月)のみ行われている｡ Fig.1, Fig.2,
Fig.3に､それぞれ各年ごとの散乱比高度分布の一例を示す｡なお､横軸の散乱比はリニアスケールで表示され
ている｡観測データより､ 96年は高度20km以上でエアロゾルがほとんど存在しないが､ 97年は20km以上に再び
エアロゾルが出現していることが分かる｡
Table.1は極渦(Polar Vortex,以下P.V.と略す)発生日とその時の観測データの有無を､ Fig.4は､極渦発
生日前後の散乱比高度分布の一例と偏光解消度高度分布の一例をそれぞれ示す.横軸の散乱比ならびに偏光解
消度はリニアスケールで表されている｡ 2月6日の極渦発生日と前後での散乱比および偏光解消度高度分布に大
きな変化はみられなかった｡しかし､ 2月21日の極渦発生日前後での比較では､極渦が接近した2月20日に7-9
km付近で偏光解消度が10%以上の雲が観測された｡通常この高度で発生する雲は偏光解消度が5%前後である
ことから､極渦に伴う寒気によるものと推測される｡
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Fie.1 Heieht Drofiles of the scattering Ratio at Kusiro in 1995
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Fig.2 Height profiles of the scattering ratio at Kusiro in 1996　　　Fig.3 Height pro別es of the scattering ratio at Kusiro in 1997
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極渦発生日 データ

の有無

95′2′1 1 有

95′2′12 無

95′2′13 鹿
ノ､､､

95′2′14 無

95′2′15 無

95′4′13 無

96′2′28 有

96′3′19 無

96′4′19 無

96′4′21 4正
ノ､､､

96′4′22 無

96′4′2 3 無

96′4′24 無

97′2′6 有

97′2′2 1 無

97′3′26 症
ノ､､､

97′5′12 無

Table.1 Date of P.V.
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Fig.4 Height profiles of the scattering (a) and depolarization(b) ratio during the P.V. event and

before/aRer event

3.釧路と稚内の観測データの比較　稚内での観測は､ 1991年8月から､釧路での観測は､ 1994年12月よりそれ

ぞれ行っている　Fig.6は､釧路と稚内の散乱比高度分布の一例を示しているO散乱比はリニアスケールで

表されている｡釧路と稚内の散乱比高度分布は､良く似た傾向を示しており､釧路と稚内のデータは補完が

可能である｡
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Fig.5 Sc往ittering ratio at KusirofleR) and Wakkanai (right)
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